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災害時、避難所にはペットを飼育している方もペットを飼育して
いない方もおり、同じ被災者として共同で災害を乗り越えていか
なければなりません。

ペット同行避難は、飼い主がペットがいることで避難をためらい、
避難の遅れにつながることを防止することだけでなく、飼い主が
破損した家屋等にとり残されたペットの様子を見に行くこと等で
起きる２次災害のリスク防止、ペットの野生化による住民への危
害防止などの生活衛生保全のためにも必要です。

また、避難所でのペットの管理は飼い主の責任（自助）で行わ
なければならないため、日頃からの心構えや備えについて、具
体的に準備を行うことが非常に重要になります。

本手引きは、飼い主がペットとの同行避難にあたり、平常時か
ら備えるべきことや災害時の行動の基準を示すことを目的として
います。

敦賀市では、全ての指定避難所にペットの飼育場所を設けて
おります。

しかし、大規模な災害時等には計画されている場所にペットの
飼育場所を確実に確保することが困難な場合もあります。

また、発災直後等は、行政機関による支援活動の「公助」が開
始されるまでは実質的に「自助」や「共助」が災害対応上の主体
となります。
なお、ペットの管理・飼育は、「公助」が開始された後も「自助」
が原則となります。

目 的

基本的な考え
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用語の解説

【 ペット 】

家庭動物等のうち、犬や猫などの小型の哺乳類と鳥類などを
指します。

ただし、特定動物や特定外来生物に指定された動物、これらに
類する動物は含みません。

※家庭動物等・・・愛がん動物又は伴侶動物（コンパニオンアニマル）として家庭等で

飼養及び保管されている動物並びに情操の涵養及び生態観察のため飼養及び保管さ
れている動物

出典：人とペットの災害対策ガイドライン（環境省）から抜粋

【 ペット同行避難 】

災害発生時に飼い主がペットとともに「危険な場所」から「安全
な場所」に避難する「避難行動」を示す言葉です。

避難所でペットと人間と同室で飼養管理することを意味するも
のではありません。

【 自助、共助、公助 】

自助 ・・・ 自分で自分の身を助けること。
他人に依頼せず、自らの力でことを成し遂げること。

共助 ・・・ 互いに力をあわせて助け合うこと。
公助 ・・・ 行政機関などの公的機関が援助すること。
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住まいの安全確認

しつけと健康管理

災害時に人もペットもケガをしないよう、家の中に危険な箇所がないか確
認しておきましょう。

家具等が転倒しても下敷きにならないような安全なレイアウトを考えましょう。
ペットが普段いる場所の家具の固定等一般的な防災対策をしましょう。

ブロック塀やガラス窓、倒れやすい建物等ペットの飼育場所の周辺に破損
や倒壊のおそれのあるものがないか、確認しておきましょう。

災害発生時に、ペットが驚いて首輪や鎖が外れたり、切れたりして逃げ出す
おそれがないか確認しておきましょう。

日頃からしつけができていると、避難所生活でのストレスを軽減したり、
トラブルを防いだりすることができます。
また、災害時の混乱の中では、ペットとはぐれてしまうことがあります。

ペットが迷子になっても、飼い主の元に戻ることができるよう迷子札やマ
イクロチップ等を装着しましょう。

・ 首輪と連絡先を書いた名札をつけている
・ マイクロチップを装着している

・ キャリーバックやゲージに慣れている
・ 決められた場所で排泄ができる
・ ほかの人や動物を怖がらない
・ ワクチン接種を行う
・ 不妊、去勢手術を行う
・ 不必要に吠えない

● 室内で飼育している場合

● 屋外で飼育している場合

● 災害に備えたしつけと健康管理の例

（令和４年６月１日から、動物販売業者に犬や猫へのマイクロチップの装着が義務化され
ました。令和４年６月以前から飼っている犬や猫への装着は努力義務ですが、ペットが迷
子になった時のために装着しましょう。）
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ペットの避難に必要な物資の備蓄を行い、避難が必要な場合には、一緒
に持ち出せるようにしておきましょう。

避難用品・備蓄品の準備

事前の情報収集と検討

● 避難用品の例

・ 療法食、薬
・ ペットフード、水
・ キャリーバック、ゲージ
・ 予備の首輪、リード（伸びないもの）
・ 食器
・ ペットシーツ、毛布、マット類
・ 排泄物の処理用品
・ タオル、ブラシ
・ ペット用おもちゃ
・ 洗濯ネットなど
・ ワクチン接種状況、既往症、投薬中の薬、かかりつけ医などの情報
・ 飼い主の連絡先とペットに関する飼い主以外の緊急連絡先・預け先など
の情報

いざ避難が必要となったときに、安全に迅速に避難するためには事前の
情報収集が重要です。
また、家族とも共有し、災害時の行動について相談しておきましょう。

● 情報収集・検討内容の例

・ テレビ、敦賀市防災メール（トンボメール）、防災放送チャンネル等から
情報収集

・ ハザードマップ等から住んでいるところが危険な場所か把握する
・ ペットと一緒に逃げられる安全な場所を把握する
・ 動物病院、ペットホテル、親戚や友人など、一時預かり先を複数探して
おく



災害時
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安全確保と避難の判断

ペット同行避難

災害時にはまず、自分の安全を第一とし、自分とペットの安全を確保しま
しょう。ペットはパニックになっている可能性があるため、逃げないように注
意しましょう。
その後、避難するべきかどうか情報を集めながら判断します。

自宅等からの避難を判断した場合、避難所等への移動に際しては飼い
主との同行避難が原則です。首輪が緩んでいないか確かめ、リードをつけ
るかキャリーやゲージに入れ、避難用品をもって避難先に向かいましょう。

また、ペット同行避難先は、公的な避難所だけに限りません。状況に応じ
て、飼い主さんが事前に確保しておいた安全な場所（親戚や友人家など）
に避難しましょう。



敦賀市指定避難所での生活
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★ 原則、ペットの飼育・管理は飼い主の責任で行います。

★ 大型動物や危険動物は、受け入れできません。

★ 避難所の運営には飼い主同士の助け合いと協力が必要です。

●●ペットの受付のおおまかな流れ●●

避難所ごとに飼育場所が異なったり、被害状況や避難状況により飼
育場所が変更となる場合があるため、避難所担当者に飼育場所の
確認してください。

１ 避難所担当者へ飼育場所の相談

２ 受付

３ 飼育ルールの確認

４ 避難所生活開始

避難所ペット登録台帳に記入してください。
ペットの情報等がわかるようにゲージ等に貼ってください。

避難所ごとに状況が異なるため、ルールの確認をしてください。

（避難所におけるペットの飼育ルール“ペットの飼い主の皆さんへ”）
P.11を参考にしてください。

ペット同行避難生活の開始。

衛生的飼育・管理に十分な配慮を行うと共に、飼い主同士で飼育場
所の巡回や清掃などを当番制にするなど周りの避難者に配慮した
ルール作りも必要となります。



様 式
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● 避難所ペット登録台帳
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● 避難所におけるペットの飼育ルール
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● 飼い主・ペットの情報（例）

氏 名 電話番号

住 所

名 前 種 類

性 別 色・体格

常
備
薬

薬剤名
ワクチン
接種歴等

対処法

特記事項

【 飼い主 】

【 ペット 】



指定避難所一覧
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